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第１ 公園区域の変更 

 １ 変更理由 

今回の第 4 次点検において区域の変更は行わないが、「指定理由」及び「地域の概要」について、前回

点検（平成 15 年実施）時からの情勢変化等を踏まえた修正を行うものである。 
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２
 
指
定
理
由
の
変
更
内
容

 

 
 
 
指
定
理
由
を
次
の
と
お
り
変
更
す
る
。

 

（
表
１
：
指
定
理
由
変
更
表
）

 

変
更
後

 
変
更
前

 

１
 
十
和
田
八
幡
平
国
立
公
園
の
指
定
理
由

 

（
１
）
景
観
（
同
一
風
景
形
式
中
、
我
が
国
の
風
景
を
代
表
す
る
傑
出
し
た
自
然

の
風
景
地
）

 

十
和
田
八
幡
平
国
立
公
園
は
、
奥
羽
山
脈
の
北
側
、
青
森
県
、
岩
手
県
及
び
秋

田
県
の
３
県
が
隣
接
す
る
地
域
に
位
置
し
、
八
甲
田
か
ら
十
和
田
湖
に
か
け
て
の

「
十
和
田
八
甲
田
地
域
」
と
そ
の
南
側
約

50
㎞
に
位
置
す
る
八
幡
平
か
ら
岩
手
山

及
び
秋
田
駒
ヶ
岳
に
か
け
て
の
「
八
幡
平
地
域
」
か
ら
な
る
。
両
地
域
と
も
に
火

山
活
動
の
活
発
な
地
域
で
、
オ
オ
シ
ラ
ビ
ソ
の
原
生
林
に
覆
わ
れ
た
火
山
地
形
や

湿
原
な
ど
多
様
な
自
然
景
観
及
び
温
泉
の
湯
治
場
な
ど
の
人
文
景
観
が
特
徴
的
で

あ
る
。

 

「
十
和
田
八
甲
田
地
域
」
は
、
湖
と
火
山
に
代
表
さ
れ
る
景
観
を
有
し
て
い
る
。

標
高
約

4
00
ｍ
の
山
上
に
深
く
青
い
水
を
た
た
え
る
十
和
田
湖
は
十
和
田
火
山
の

二
重
カ
ル
デ
ラ
内
に
形
成
さ
れ
た
特
徴
的
な
カ
ル
デ
ラ
湖
で
、
中
央
部
の
中
湖
火

口
に
は
水
深

3
27
ｍ
の
最
深
部
が
あ
る
。
湖
を
取
り
巻
く
周
囲
の
外
輪
山
に
は
火

山
の
活
動
に
よ
っ
て
堆
積
し
た
地
層
や
溶
岩
ド
ー
ム
な
ど
の
顕
著
な
火
山
地
形
を

観
察
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
十
和
田
湖
か
ら
流
れ
出
す
奥
入
瀬
川
は
、
苔
む
す
岩

を
洗
い
、
両
岸
か
ら
の
滝
と
合
流
し
な
が
ら
、
深
い
自
然
林
の
中
を
流
れ
て
お
り
、

優
れ
た
渓
流
美
を
も
つ
奥
入
瀬
渓
流
と
し
て
名
高
い
。
十
和
田
湖
の
北
側
に
は
、

火
山
活
動
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
た
八
甲
田
が
あ
り
、
大
岳
（
標
高

1
,
55
2
ｍ
）
を

中
心
と
す
る
北
八
甲
田
火
山
群
と
櫛
ケ
峰
（

1
,5

1
7ｍ

）
を
中
心
と
す
る
南
八
甲
田

火
山
群
か
ら
か
ら
成
り
立
っ
て
い
る
。

 

十
和
田
八
甲
田
地
域
は
、
カ
ル
デ
ラ
湖
と
し
て
知
ら
れ
る
十
和
田
湖
、
そ
こ
か
ら

流
れ
る
奥
入
瀬
渓
流
、
南
北
八
甲
田
火
山
群
等
か
ら
成
る
地
域
を
公
園
区
域
と
し
、

そ
の
現
況
及
び
特
性
は
概
ね
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。
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「
八
幡
平
地
域
」
は
、
今
も
活
発
な
活
火
山
に
代
表
さ
れ
る
火
山
景
観
を
有
し

て
い
る
。
最
高
峰
の
岩
手
山
（
標
高

2
,
03
8
ｍ
）
を
は
じ
め
、
八
幡
平
、
秋
田
駒

ヶ
岳
、
焼
山
（
秋
田
焼
山
）
な
ど
標
高

1,
2
00
ｍ
～

1,
6
00
ｍ
級
の
火
山
か
ら
形
成

さ
れ
た
火
山
景
観
が
見
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
火
山
は
、
成
層
火
山
、
溶
岩
ド
ー
ム
、

爆
裂
火
口
、
カ
ル
デ
ラ
、
溶
岩
流
、
火
口
湖
等
、
火
山
活
動
に
よ
り
形
成
さ
れ
た

多
種
多
様
な
地
形
が
存
在
し
、
現
在
で
も
噴
気
、
噴
湯
、
泥
火
山
、
地
熱
地
帯
等

の
火
山
現
象
が
活
発
で
あ
る
。

 

本
国
立
公
園
の
風
景
形
式
は
、
火
山
連
峰
、
カ
ル
デ
ラ
湖
、
原
生
的
な
自
然
林

及
び
峡
谷
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
、
火
山
活
動
に
関
わ
る
景
観
要
素
（
成
層
火
山
、

火
山
性
高
原
、
カ
ル
デ
ラ
、
溶
岩
流
、
火
山
現
象
、
温
泉
等
）、

水
に
関
わ
る
景
観

要
素
（
カ
ル
デ
ラ
湖
等
の
湖
沼
、
峡
谷
、
高
層
湿
原
、
池
塘
等
）
、
そ
の
他
の
景
観

要
素
（
原
生
的
な
自
然
林
、
高
山
植
物
群
落
、
湯
治
場
等
の
人
文
景
観
等
）
を
有

す
る
。

 

本
国
立
公
園
は
、
二
重
カ
ル
デ
ラ
内
に
形
成
さ
れ
た
特
徴
的
な
カ
ル
デ
ラ
湖
で

あ
る
美
し
く
静
謐
な
十
和
田
湖
、
八
甲
田
及
び
八
幡
平
を
は
じ
め
と
す
る
火
山
連

峰
及
び
そ
れ
ら
と
一
体
と
な
っ
た
雄
大
な
自
然
林
、
優
れ
た
渓
流
美
を
持
つ
奥
入

瀬
渓
流
の
傑
出
性
が
高
い
こ
と
か
ら
、
我
が
国
を
代
表
す
る
自
然
の
風
景
地
で
あ

る
。
 

 （
２
）
規
模
（
区
域
面
積
が
原
則
と
し
て
３
万

ha
以
上
）

 

本
国
立
公
園
の
区
域
面
積
は

85
,
5
34

㏊
（
十
和
田
八
甲
田
地
域

45
,
06

0
㏊
、

八
幡
平
地
域

4
0
,4
74

㏊
）
で
あ
る
。

 

 （
３
）
自
然
性
（
原
生
的
な
景
観
核
心
地
域
が
原
則
と
し
て
約

2
,
0
00
h
a
以
上
）

 

本
国
立
公
園
の
原
生
的
な
景
観
核
心
地
域
は
、
八
甲
田
、
八
幡
平
、
岩
手
山
及
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び
秋

田
駒

ヶ
岳

に
代

表
さ

れ
る

主
要

な
火

山
の

火
口

及
び

山
稜

部
並

び
に

二
重

カ

ル
デ
ラ

湖
で

あ
る

十
和

田
湖

周
辺

で
あ
り

、
そ

の
区
域

面
積
は

3
1
,
01

2
ha
（
十

和

田
八
甲

田
地

域
22
,
81
2
㏊

、
八

幡
平

地
域

8
,
20

0
㏊
）

を
超
え

る
。

 

 （
４
）

利
用

（
多

人
数

に
よ

る
利

用
が
可

能
）
 

本
国

立
公

園
の

利
用

は
、

山
岳

地
域

の
登

山
、

湿
原

や
湖

周
辺

の
自

然
探

勝
、

ド
ラ

イ
ブ

、
湖

に
お

け
る

遊
覧

船
及

び
温

泉
入

浴
な

ど
体

験
型

や
周

遊
型

の
利

用

が
公

園
指

定
当

時
か

ら
続

く
利

用
形

態
で

あ
る

。
ま

た
、

新
幹

線
等

に
よ

る
ア

ク

セ
ス
も

比
較

的
良

好
で

、
利

便
性

に
富
ん

で
い
る

。
 

 本
国
立

公
園

は
、
十

和
田

八
甲

田
地

域
を

昭
和

11
年

２
月
１
日

に
指
定

し
、
昭
和

3
1
年

7
月

10
日

に
八

幡
平

地
域

を
追

加
指
定
し

て
い
る

。
 

以
上

よ
り

、
「

国
立

公
園

及
び

国
定

公
園

の
候

補
地

の
選

定
及

び
指

定
に

つ
い

て
」

（
平
成

25
年

５
月

1
7
日

付
け

環
自

国
発

第
1
3
05

1
71

号
 
環
境

省
自
然

環
境
局

長

通
知

）
の

別
添

「
国

立
公

園
及

び
国

定
公

園
の

候
補

地
の

選
定

及
び

指
定

要
領

」
の

う
ち

「
１

 
国

立
公

園
及

び
国

定
公

園
の

候
補

地
の

選
定

」
に

掲
げ

る
各

要
件

を
満

た
し
て
い

る
。
 

ま
た

、
本

国
立

公
園

は
「

み
ち

の
く

の
脊

梁
～

原
生

林
が

彩
る

静
謐

の
湖

水
、

息

づ
く

火
山

と
奥

山
の

湯
治

場
」

を
テ

ー
マ

と
し

、
火

山
活

動
に

よ
っ

て
形

作
ら

れ
た

豊
か

な
自

然
と

湯
治

等
の

文
化

を
感

じ
ら

れ
る

国
立

公
園

と
し

て
、

風
致

景
観

の
保

全
と
適
切

な
利

用
を

推
進

す
る

も
の

で
あ

る
。
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３
 
地
域

の
概

要
の

変
更

内
容
 

 
 
 
地

域
の

概
要

を
次

の
と

お
り

変
更

す
る

。
 

（
表
２
：

地
域

概
要

変
更

表
）
 

変
更

後
 

変
更

前
 

（
１
）
景

観
の

特
性
 

ア
 
地

形
、

地
質
 

十
和

田
八

甲
田

地
域

は
、

第
三

紀
の

末
か

ら
第

四
紀

の
初

め
に

か
け

て
活

発
な

変
動

を
く

り
返

し
て

い
た

那
須

火
山

帯
の

活
動

で
、

十
和

田
火

山
、

八
甲

田
火

山

が
で

き
、

そ
の

後
十

和
田

火
山

の
陥

没
、

隆
起

の
く

り
返

し
か

ら
十

和
田

湖
が

形

づ
く

ら
れ

、
八

甲
田

火
山

の
活

動
の

く
り

返
し

が
続

い
た

結
果

、
複

雑
な

地
形

を

有
す
る

八
甲

田
連

峰
が

形
成

さ
れ

た
も
の

で
あ
る

。
 

十
和
田

湖
は

、
約

3
,
00
0
万

年
前

に
活
動

し
た
火

山
の
噴

出
物
か

ら
な
る

地
層

を
基
盤

と
し

、
こ

の
基

盤
の

上
に

約
1,

0
0
0
万

年
前
の

礫
層
が
湖

の
東
側

、
子

ノ

口
付
近

に
み

る
こ

と
が

で
き

る
。
さ

ら
に
湖

の
北
北

東
約

2
0
キ
ロ

メ
ー
ト

ル
の
地

点
か

ら
噴

出
し

た
と

み
ら

れ
る

溶
結

凝
灰

岩
が

重
な

り
、

奥
入

瀬
渓

流
に

沿
っ

た

断
崖
の

地
層

を
形

づ
く

っ
て

い
る

。
 

そ
の

後
、

約
1
0

万
年

前
に

今
の

湖
の

中
心

あ
た

り
に

安
山

岩
質

の
火

山
が

噴

出
、

こ
の

時
の

爆
発

に
よ

り
火

山
体

が
崩

壊
・

陥
没

し
、

今
の

十
和

田
湖

の
原

形

が
で
き

た
。

つ
ま

り
火

山
性

の
凹

地
、
カ

ル
デ
ラ

で
あ
る

。
 

さ
ら

に
、

湖
の

南
東

部
に

新
し

い
火

山
が

で
き

、
そ

れ
が

爆
発

、
崩

壊
、

陥
没

し
中

ノ
湖

が
で

き
た

。
御

倉
半

島
と

中
山

火
島

は
そ

の
と

き
残

っ
た

山
脚

部
で

あ

る
。
 

さ
ら

に
そ

の
後

御
倉

半
島

の
突

端
に

御
倉

山
が

噴
出

し
、

現
在

の
十

和
田

湖
と

な
っ
た

。
 

（
１
）
景

観
の
特

性
 

ア
 
地
形

地
質

 

十
和

田
八

甲
田

地
域

は
、

第
三

紀
の

末
か

ら
第

四
紀

の
初

め
に

か
け

て
活

発
な

変
動

を
く

り
返

し
て

い
た

那
須

火
山

帯
の

活
動

で
、

十
和

田
火

山
、

八
甲

田
火

山

が
で

き
、

そ
の

後
十

和
田

火
山

の
陥

没
、

隆
起

の
く

り
返

し
か

ら
十

和
田

湖
が

形

づ
く

ら
れ

、
八

甲
田

火
山

の
活

動
の

く
り

返
し

が
続

い
た

結
果

、
複

雑
な

地
形

を

有
す
る

南
八
甲
田

連
峰

、
北

八
甲

田
連

峰
が

形
成

さ
れ

た
も

の
で

あ
る

。
 

 
 
十
和

田
湖
は

、
約

3
,
00
0
万

年
前

に
活

動
し

た
火

山
の

噴
出

物
か

ら
な

る
地

層

を
基
盤
と

し
、
こ

の
基

盤
の

上
に

約
1
,
00
0
万

年
く

ら
い

前
の

礫
層

が
湖

の
東

側
、

子
ノ
口
付

近
に
み

る
こ

と
が

で
き

る
。
更

に
湖

の
北

北
東

約
2
0
キ

ロ
メ

ー
ト

ル
の

地
点

か
ら

噴
出

し
た

と
み

ら
れ

る
溶

結
凝

灰
岩

が
重

な
り

、
奥

入
瀬

渓
流

に
沿

っ

た
断
崖
の

地
層

を
形
づ

く
っ

て
い

る
。
 

 
そ
の
後

、
約

1
0
万

年
ほ

ど
前

に
い

ま
の

湖
の

中
心

あ
た

り
に

安
山

岩
質

の
火

山

が
噴

出
、

こ
の

時
の

爆
発

に
よ

り
火

山
体

が
崩

壊
・

陥
没

し
、

今
の

十
和

田
湖

の

原
形
が
で

き
た
。

つ
ま

り
火

山
性

の
凹

地
、

カ
ル

デ
ラ

で
あ

る
。
 

 
 

さ
ら

に
、

湖
の

南
東

部
に

新
し

い
火

山
が

で
き

、
そ

れ
が

爆
発

、
崩

壊
、

陥
没

し
中

ノ
湖

が
で

き
た

。
御

倉
半

島
と

中
山

火
島

は
そ

の
と

き
残

っ
た

山
脚

部
で

あ

る
。
 

 
 

さ
ら

に
そ

の
後

御
倉

半
島

の
突

端
に

御
倉

山
が

噴
出

し
、

現
在

の
十

和
田

湖
と

な
っ
た
。
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十
和
田

湖
の

湖
面

は
標

高
4
00

メ
ー

ト
ル

、
深
さ

3
34

メ
ー
ト
ル

、
湖

面
積

5
9

平
方
キ

ロ
メ

ー
ト

ル
の

ほ
ぼ

正
方

形
に
近

い
形
を

し
て
い

る
。

 

湖
岸
線

の
延

長
は

約
4
4
キ

ロ
メ

ー
ト

ル
、
湖
水
の

色
は
美

し
い

青
藍
色

で
水
の

色
を

示
す

フ
ォ

ー
レ

ル
の

第
３

号
に

あ
た

り
、

透
明

度
は

季
節

に
よ

り
変

化
が

あ

る
が
、

10
～
2
0
.5

メ
ー

ト
ル

で
あ

る
。
 

八
甲

田
連

峰
は

、
八

甲
田

大
岳

（
1,
5
84

.
5
メ

ー
ト

ル
）

を
主

峰
と

す
る

北
八

甲
田

、
櫛

ヶ
峯

（
1
,5
1
6.

6
メ

ー
ト

ル
）

を
主

峰
と

す
る

南
八

甲
田

か
ら

成
り

、

十
和

田
湖

の
生

成
時

期
と

ほ
ぼ

同
じ

第
三

紀
の

末
か

ら
第

四
紀

の
初

め
に

か
け

て

活
動

し
た

八
甲

田
火

山
に

よ
っ

て
形

成
さ

れ
た

も
の

で
、

岩
石

は
主

と
し

て
輝

石

安
山
岩

か
ら

成
り

、
一

部
に

石
英

粗
面
岩

が
見
ら

れ
る
。

 

こ
れ
ら

の
山

岳
は

主
と

し
て

コ
ニ

ー
デ
型
（

成
層
火

山
）
の
大
岳
、
田
茂
萢

岳
、

硫
黄

岳
、

高
田

大
岳

、
駒

ヶ
峯

、
櫛

ヶ
峯

な
ど

と
、

ト
ロ

イ
デ

型
（

鐘
状

火
山

）

の
前
岳

、
赤

倉
岳

（
南

八
甲

田
）
、

雛
岳

、
乗

鞍
岳
な

ど
に
分
け

ら
れ
る

。
 

奥
入

瀬
渓

流
は

、
火

山
活

動
の

陥
没

に
よ

っ
て

で
き

た
十

和
田

湖
に

水
が

溜
ま

り
、

そ
の

量
が

次
第

に
増

加
し

て
凹

地
の

壁
を

破
っ

て
流

れ
出

し
川

と
な

っ
た

も

の
で
、
子

ノ
口

か
ら

焼
山

ま
で

の
間

約
14

キ
ロ
メ
ー

ト
ル
、
高

低
差
約

2
00

メ
ー

ト
ル
、
勾

配
70

分
の
１

の
浸

蝕
さ

れ
た

U
字
型

渓
谷
で
、
両
岸

の
壁
は

溶
結
凝

岩

か
ら

成
っ

て
い

る
。

奥
入

瀬
渓

流
に

入
る

黄
瀬

川
渓

谷
に

は
輝

石
安

山
岩

、
変

朽

安
山

岩
、

火
山

岩
、

火
山

砂
の

累
層

が
露

出
し

、
火

山
形

成
の

構
造

を
物

語
っ

て

い
る
。

 

城
ヶ

倉
渓

谷
は

櫛
ヶ

峯
に

源
を

発
す

る
荒

川
の

上
流

に
あ

り
、

石
英

粗
面

岩
の

見
事
な

柱
状

節
理

が
見

ら
れ

る
。
 

池
沼

と
し

て
は

、
火

口
に

水
の

溜
ま

っ
た

大
岳

の
鏡

沼
を

は
じ

め
、

赤
倉

沼
、

横
沼

、
地

獄
沼

、
黄

瀬
沼

な
ど

、
堰

き
止

め
ら

れ
て

で
き

た
も

の
と

し
て

蔦
沼

、

月
沼

、
赤

沼
（

瑠
璃

沼
）

な
ど

の
い

わ
ゆ

る
蔦

七
沼

が
あ

り
、

赤
沼

は
水

の
色

を

 
十
和
田

湖
の
湖

面
は

標
高

4
00

メ
ー

ト
ル

、
深

さ
33
4
メ

ー
ト

ル
、

湖
面

積
5
9

平
方
キ
ロ

メ
ー
ト

ル
の

ほ
ぼ

正
方

形
に
ち

か
い

形
を
し

て
い

る
。
 

 
 
湖
岸

線
の
延

長
は
約

44
キ

ロ
メ

ー
ト

ル
、
湖

水
の

色
は

美
し

い
青

藍
色

で
フ

ォ

ー
レ
ル

の
第
３

号
に
あ

た
り

、
透

明
度

は
季

節
に

よ
り

変
化

が
あ

る
が

、
1
0～

2
0.
5

メ
ー
ト
ル

で
あ
る

。
 

 
 

八
甲

田
連

峰
は

、
八

甲
田

大
岳

（
1,
5
84
.
5

メ
ー

ト
ル

）
を

主
峰

と
す

る
北

八

甲
田

連
峰

、
櫛

ヶ
峰

（
1
,
51
6
.5

メ
ー

ト
ル

）
を

主
峰

と
す

る
南

八
甲

田
連

峰
か

ら
成

り
、

十
和

田
湖

の
生

成
時

期
と

ほ
ぼ

同
じ

第
三

紀
の

末
か

ら
第

四
紀

の
初

め

に
か

け
て

活
動

し
た

八
甲

田
火

山
に

よ
っ

て
形

成
さ

れ
た

も
の

で
、

岩
石

は
主

と

し
て
輝
石

安
山
岩

か
ら

成
り

、
一

部
に

石
英

粗
面

岩
が

見
ら

れ
る

。
 

 
 
こ
れ

ら
の
山

岳
は
主

と
し

て
コ

ニ
ー

デ
型
（

成
層

火
山

）
の

大
岳

、
田

茂
萢

岳
、

硫
黄

岳
、

高
田

大
岳

、
駒

ヶ
峰

、
櫛

ヶ
峰

な
ど

と
、

ト
ロ

イ
デ

型
（

鐘
状

火
山

）

の
前
岳
、

赤
倉
岳

（
南

八
甲

田
）
、

雛
岳

、
乗

鞍
岳

な
ど

に
分

け
ら

れ
る

。
 

 
奥

入
瀬

渓
流

は
、

火
山

活
動

の
陥

没
に

よ
っ

て
で

き
た

十
和

田
湖

に
水

が
溜

ま

り
、

そ
の

量
が

次
第

に
増

加
し

て
凹

地
の

壁
を

破
っ

て
流

れ
出

し
川

と
な

っ
た

も

の
で
、
子

ノ
口
か

ら
焼

山
ま

で
の

間
約

14
キ

ロ
メ

ー
ト

ル
、
高

低
差

約
2
00

メ
ー

ト
ル
、
勾
配

7
0
分

の
１
の

浸
蝕

さ
れ

た
U
字

型
渓

谷
で

、
両

岸
の

壁
は

溶
結

凝
岩

か
ら

成
っ

て
い

る
。

奥
入

瀬
渓

流
に

入
る

黄
瀬

川
渓

谷
に

は
輝

石
安

山
岩

、
変

朽

安
山

岩
、

火
山

岩
、

火
山

砂
の

累
層

が
露

出
し

、
火

山
形

成
の

構
造

を
物

語
っ

て

い
る
。

 

 
 

城
ヶ

倉
渓

谷
は

櫛
ヶ

峰
に

源
を

発
す

る
荒

川
の

上
流

に
あ

り
、

石
英

粗
面

岩
の

見
事
な
柱

状
節
理

が
見

ら
れ

る
。
 

 
 

池
沼

と
し

て
は

、
火

口
に

水
の

溜
ま

っ
た

大
岳

の
鏡

沼
を

は
じ

め
、

赤
倉

沼
、

横
沼

、
地

獄
沼

、
黄

瀬
沼

な
ど

、
堰

き
止

め
ら

れ
て

で
き

た
も

の
と

し
て

蔦
沼

、

月
沼

、
赤

沼
（

瑠
璃

沼
）

な
ど

の
い

わ
ゆ

る
蔦

七
沼

が
あ

り
、

赤
沼

は
フ

ォ
ー

レ
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示
す
フ

ォ
ー

レ
ル

１
号

で
、

そ
の

藍
色
は

我
が
国

随
一
で

あ
る
。

 
 

温
泉
は

、
八

甲
田

地
区
に

城
ヶ

倉
、
酸
ヶ
湯

、
谷

地
、
猿
倉
、
蔦

な
ど
が

あ
る

。 

 

イ
 
植

生
・

野
生

生
物
 

十
和

田
八

甲
田

地
域

の
植

物
相

を
大

別
す

る
と

、
カ

エ
デ

、
ブ

ナ
な

ど
に

よ
っ

て
構
成

さ
れ

る
標

高
約

9
0
0
メ

ー
ト

ル
ま

で
の
落

葉
広
葉

樹
林
、

ダ
ケ
カ

ン
バ
、

ア
オ
モ

リ
ト

ド
マ

ツ
に

よ
っ

て
構

成
さ
れ

る
標
高

約
90

0
メ
ー

ト
ル
か

ら
1,

4
00

メ
ー
ト

ル
く

ら
い

ま
で

の
針

広
混

交
樹
林

帯
と
標

高
約

1
,4

0
0
メ

ー
ト
ル

か
ら
上

の
高
山

植
物

帯
に

分
け

ら
れ

る
。
 

 
 

八
甲

田
大

岳
、

井
戸

岳
、

赤
倉

岳
な

ど
の

高
山

植
物

帯
、

北
八

甲
田

中
腹

に
生

育
す

る
ア

オ
モ

リ
ト

ド
マ

ツ
、

蔦
温

泉
付

近
の

ブ
ナ

の
原

生
林

は
そ

の
代

表
的

な

も
の
で

あ
る

。
 

 
 

こ
の

ほ
か

、
南

八
甲

田
の

稜
線

部
に

大
谷

地
、

黄
瀬

沼
な

ど
の

高
層

湿
原

が
発

達
し
、

ホ
ロ

ム
イ

ソ
ウ

、
ヤ

チ
ス

ゲ
な
ど

の
湿
原

植
物
が

生
育
す

る
。

 

 
 
そ
の

生
育

状
況

、
垂

直
分

布
状

況
か

ら
次
の

よ
う
に

分
け
ら

れ
る
。

 

 

（
ア
）
沢

通
り

帯
 

 
 
湿
っ

た
土

地
に

生
育

し
、
標

高
約

2
0
0
メ

ー
ト
ル

か
ら

沢
沿

い
に
か

な
り
高

い

と
こ

ろ
ま

で
生

育
す

る
植

物
で

、
奥

入
瀬

渓
流

、
蔦

川
、

黄
瀬

川
、

十
和

田
湖

の

周
辺
な

ど
 

※
高

木
 
―

 
シ

ロ
ヤ

ナ
ギ

、
サ

ワ
グ

ル
ミ

、
ケ

ヤ
マ

ハ
ン

ノ
キ

、
ミ

ズ
ナ

ラ
、

カ
ツ

ラ
、

ハ
ウ

チ
ワ

カ
エ

デ
、
ベ

ニ
イ
タ

ヤ
、
ト

チ
ノ
キ

な
ど

 

※
低
木

 ―
 エ

ゾ
ア

ジ
サ

イ
、

タ
ニ

ウ
ツ

ギ
な
ど
 

※
草

本
 
―

 
リ

ョ
ウ

メ
ン

シ
ダ

、
オ

シ
ダ

、
ヤ

グ
ル

マ
ソ

ウ
、

ア
キ

タ
ブ

キ
、

エ
ン

レ
イ

ソ
ウ

な
ど
 

ル
１
号
の

水
色
で

、
そ

の
藍

色
は

我
が

国
随

一
で

あ
る

。
 

温
泉
は
、
八

甲
田
地

域
に

城
ヶ

倉
、
酸

ヶ
湯

、
谷

地
、
猿

倉
、
蔦

な
ど

が
あ

る
。 

 

イ
 
植
生

 

十
和

田
八

甲
田

地
域

の
植

物
相

を
大

別
す

る
と

、
カ

エ
デ

、
ブ

ナ
な

ど
に

よ
っ

て
構
成
さ

れ
る
標
高

9
00

メ
ー

ト
ル
く

ら
い
ま

で
の

落
葉

広
葉

樹
林

、
ダ

ケ
カ

ン

バ
、

ア
オ

モ
リ

ト
ド

マ
ツ

に
よ

っ
て

構
成

さ
れ

る
標

高
約

9
0
0

メ
ー

ト
ル

か
ら

1
,
4
0
0
メ
ー

ト
ル
く

ら
い

ま
で

の
針

広
混

交
樹

林
帯

と
標

高
約

1
,
40
0
メ

ー
ト

ル

か
ら
上
の

高
山
植

物
帯

に
分

け
ら

れ
る

。
 

 
 

八
甲

田
大

岳
、

井
戸

岳
、

赤
倉

岳
な

ど
の

高
山

植
物

帯
、

八
甲

田
連

峰
中

腹
に

生
育

す
る

ア
オ

モ
リ

ト
ド

マ
ツ

、
蔦

温
泉

付
近

の
ブ

ナ
の

原
生

林
は

そ
の

代
表

的

な
も
の
で

あ
る
。

 

 
 

こ
の

ほ
か

、
南

八
甲

田
連

峰
の

稜
線

部
に

大
谷

地
、

黄
瀬

沼
な

ど
の

高
層

湿
原

が
発
達
し

、
ホ
ロ

ム
イ

ソ
ウ

、
ヤ

チ
ス

ゲ
な

ど
の

湿
原

植
物

が
生

育
す

る
。
 

 
 
そ
の

生
育
状

況
、
垂

直
分

布
状

況
か

ら
次

の
よ

う
に

分
け

ら
れ

る
。
 

 （
ア
）
沢

通
り
帯

 

湿
っ
た
土

地
に
生

育
し

、
標

高
20
0
メ

ー
ト

ル
く

ら
い

か
ら
沢

沿
い

に
か

な
り

高
い

と
こ

ろ
ま

で
生

育
す

る
植

物
で

、
奥

入
瀬

渓
流

、
蔦

川
、

黄
瀬

川
、

十
和

田

湖
の
周
辺

な
ど

 

※
高

木
 
―

 
シ

ロ
ヤ

ナ
ギ

、
サ

ワ
グ

ル
ミ

、
ケ

ヤ
マ

ハ
ン

ノ
キ

、
ミ

ズ
ナ

ラ
、

カ
ツ
ラ

、
ハ

ウ
チ

ワ
カ

エ
デ

、
ベ

ニ
イ

タ
ヤ

、
ト

チ
ノ

キ
な

ど
 

※
低
木

 ―
 エ

ゾ
ア

ジ
サ

イ
、

タ
ニ

ウ
ツ

ギ
な

ど
 

※
草

本
 
―

 
リ

ョ
ウ

メ
ン

シ
ダ

、
オ

シ
ダ

、
ヤ

グ
ル

マ
ソ

ウ
、

ア
キ

タ
ブ

キ
、

エ
ン
レ

イ
ソ

ウ
な

ど
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 （
イ
）
ブ

ナ
帯
 

 
 
標
高

約
3
00

メ
ー

ト
ル

か
ら

約
9
00

メ
ー
ト
ル

の
ブ
ナ

に
よ

っ
て

代
表
さ
れ

る

地
域
で

、
蔦

温
泉

、
猿

倉
温

泉
、

十
和
田

湖
の
外

輪
山
周

辺
な
ど

 

※
高
木

 ―
 ブ

ナ
、

ミ
ズ

ナ
ラ

、
ホ

オ
ノ

キ
、
ア

オ
ダ
モ

な
ど

 

※
低

木
 
―

 
エ

ゾ
ユ

ズ
リ

ハ
、

オ
オ

バ
ク

ロ
モ

ジ
、

ノ
リ

ウ
ツ

ギ
、

ハ
イ

イ
ヌ

ガ
ヤ

な
ど
 

※
草

本
 
―

 
シ

ノ
ブ

カ
グ

マ
、

ヤ
マ

ソ
テ

ツ
、

シ
ラ

ネ
ア

オ
イ

、
ツ

ル
リ

ン
ド

ウ
、

ユ
キ

ザ
サ

な
ど
 

 （
ウ
）
亜

高
山

帯
 

 
 
標
高

約
9
00

メ
ー

ト
ル

か
ら

約
1
,3
00

メ
ー
ト

ル
ま
で

の
針

葉
高
木

が
生
育

す

る
地

帯
で

、
さ

ら
に

こ
れ

に
ダ

ケ
カ

ン
バ

、
ブ

ナ
な

ど
が

交
じ

る
針

広
混

交
樹

林

帯
、

ア
オ

モ
リ

ト
ド

マ
ツ

に
よ

っ
て

代
表

さ
れ

る
針

葉
樹

林
帯

、
池

塘
が

含
ま

れ

る
ス
ゲ

類
の

多
い

湿
地

帯
に

分
け

ら
れ
る

。
 

 
（
ⅰ
）

針
葉

混
交

樹
林

帯
 

※
高

木
 ―

 ア
オ

モ
リ

ト
ド

マ
ツ

、
ブ
ナ

、
ダ
ケ

カ
ン
バ

な
ど

 

※
低

木
 ―

 タ
ム

シ
バ

、
ツ

ル
シ

キ
ミ
、

ア
カ
ミ

ノ
イ
ヌ

ツ
ゲ
な

ど
 

※
草

本
 
―

 
シ

ラ
ネ

ア
オ

イ
、

サ
ン

カ
ヨ

ウ
、

ミ
ヤ

マ
カ

タ
バ

ミ
、

ツ
ル

リ

ン
ド

ウ
な

ど
 

 

（
ⅱ
）

針
葉

樹
林

帯
 

※
高

木
 ―

 ア
オ

モ
リ

ト
ド

マ
ツ

、
コ
メ

ツ
ガ
な

ど
 

※
低

木
 
―

 
ミ

ネ
ヤ

ナ
ギ

、
ノ

リ
ウ

ツ
ギ

、
ミ

ネ
ザ

ク
ラ

、
ハ

ク
サ

ン
シ

ャ

ク
ナ

ゲ
な

ど
 

 （
イ
）
ブ

ナ
帯

 

 
 

標
高
約

3
00

メ
ー

ト
ル
く

ら
い
か

ら
約

9
00

メ
ー

ト
ル
く

ら
い
の

ブ
ナ

に
よ

っ

て
代
表
さ

れ
る
地

域
で

、
蔦

温
泉

、
猿

倉
温

泉
、

十
和

田
湖

の
外

輪
山

周
辺

な
ど
 

※
高
木

 ―
 ブ

ナ
、

ミ
ズ

ナ
ラ

、
ホ

オ
ノ

キ
、

ア
オ

ダ
モ

な
ど
 

※
低

木
 
―

 
エ

ゾ
ユ

ズ
リ

ハ
、

オ
オ

バ
ク

ロ
モ

ジ
、

ノ
リ

ウ
ツ

ギ
、

ハ
イ

イ
ヌ

ガ
ヤ
な

ど
 

※
草

本
 
―

 
シ

ノ
ブ

カ
グ

マ
、

ヤ
マ

ソ
テ

ツ
、

シ
ラ

ネ
ア

オ
イ

、
ツ

ル
リ

ン
ド

ウ
、
ユ

キ
ザ

サ
な

ど
 

 （
ウ
）
亜

高
山
帯

 

 
 

標
高
約

9
00

メ
ー

ト
ル
く

ら
い
か

ら
約

1
,3
0
0
メ

ー
ト

ル
く

ら
い
ま

で
の

針
葉

高
木

が
生

育
す

る
地

帯
で

、
さ

ら
に

こ
れ

に
ダ

ケ
カ

ン
バ

、
ブ

ナ
な

ど
が

交
じ

る

針
広

混
交

樹
林

帯
、

ア
オ

モ
リ

ト
ド

マ
ツ

に
よ

っ
て

代
表

さ
れ

る
針

葉
樹

林
帯

、

池
塘
が
含

ま
れ
る

ス
ゲ

類
の

多
い

湿
地

帯
に

分
け

ら
れ

る
。
 

 
（
ⅰ
）

針
葉
混

交
樹
林

帯
 

※
高
木

 ―
 ア

オ
モ

リ
ト

ド
マ

ツ
、

ブ
ナ

、
ダ

ケ
カ

ン
バ

な
ど
 

※
低
木

 ―
 タ

ム
シ

バ
、

ツ
ル

シ
キ

ミ
、

ア
カ

ミ
ノ

イ
ヌ

ツ
ゲ

な
ど
 

※
草

本
 
―

 
シ

ラ
ネ

ア
オ

イ
、

サ
ン

カ
ヨ

ウ
、

ミ
ヤ

マ
カ

タ
バ

ミ
、

ツ
ル

リ

ン
ド

ウ
な

ど
 

 

（
ⅱ
）
針

葉
樹
林

帯
 

※
高
木

 ―
 ア

オ
モ

リ
ト

ド
マ

ツ
、

コ
メ

ツ
ガ

な
ど
 

※
低

木
 
―

 
ミ

ネ
ヤ

ナ
ギ

、
ノ

リ
ウ

ツ
ギ

、
ミ

ネ
ザ

ク
ラ

、
ハ

ク
サ

ン
シ

ャ

ク
ナ

ゲ
な

ど
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※
草

本
 
―

 
ヤ

マ
ソ

テ
ツ

、
ミ

ヤ
マ

メ
シ

ダ
、

ミ
ツ

バ
オ

オ
レ

ン
、

ミ
ヤ

マ

ス
ミ

レ
な

ど
 

 

（
ⅲ
）

湿
地

帯
 

※
水

生
植

物
 
―

 
ツ

ル
コ

ケ
モ

モ
、

ホ
ロ

ム
イ

ソ
ウ

、
ヤ

チ
ス

ゲ
、

ワ
タ

ス

ゲ
、

ミ
ズ

バ
シ
ョ

ウ
な
ど

 

※
水

中
植

物
 
―

 
ミ

ズ
ニ

ラ
、

エ
ゾ

ヒ
ツ

ジ
グ

サ
、

ミ
ツ

ガ
シ

ワ
、

ホ
ソ

バ

ノ
タ

マ
ミ

ク
リ
な

ど
 

 （
エ
）
高

山
帯
 

 
 
標
高

約
1,
4
0
0
メ

ー
ト

ル
か

ら
上

の
高
山
植

物
帯
で

、
八
甲

田
連
峰

の
稜
線

、

山
頂
部

分
で

低
木

類
と

高
山

植
物

に
分
け

ら
れ
る

。
 

※
低

木
類

 
―

 
ハ

イ
マ

ツ
、

ミ
ヤ

マ
ハ

ン
ノ

キ
、

ダ
ケ

カ
ン

バ
、

キ
ャ

ラ
ボ

ク

な
ど
 

※
高
山

植
物
 
―

 
ア

オ
ノ

ツ
ガ

ザ
ク
ラ

、
イ

ワ
ヒ
ゲ
、
コ

ケ
モ
モ
、
イ
ワ
ウ

メ
、

イ
ワ

ギ
キ

ョ
ウ

、
ミ

ヤ
マ

オ
ダ

マ
キ

、
ミ

ヤ
マ

キ
ン

バ
イ

、

ム
シ

ト
リ

ス
ミ

レ
、

ウ
サ

ギ
ギ

ク
、

ハ
ク

サ
ン

チ
ド

リ
、

シ

ナ
ノ

キ
ン

バ
イ

な
ど
 

 

 
 
こ
の

地
域

は
、

動
物

分
布

上
重

要
な

境
界
線

で
あ
る

ブ
ラ
キ

ス
ト
ン

線
（
津

軽
 

海
峡
を

東
西

に
走

る
）

に
近

く
南

方
系
と

北
方
系

の
動
物

が
入
り

交
じ
り

、
動
物

 

の
種
類

も
多

く
興

味
の

あ
る

地
域

と
な
っ

て
い
る

。
 

※
哺
乳

類
 ―

 ツ
キ

ノ
ワ

グ
マ

、
カ

モ
シ

カ
、
ア

ナ
グ
マ

、
タ
ヌ

キ
、
リ

ス
な

 

 
 

 
  

 
 

ど
 

※
鳥
類

 ―
（

高
山

）
ホ

シ
ガ

ラ
ス

、
イ
ワ
ツ

バ
メ

、
ハ
リ

オ
ア

マ
ツ
バ

メ
な

ど
 

※
草

本
 
―

 
ヤ

マ
ソ

テ
ツ

、
ミ

ヤ
マ

メ
シ

ダ
、

ミ
ツ

バ
オ

オ
レ

ン
、

ミ
ヤ

マ

ス
ミ

レ
な

ど
 

 

（
ⅲ
）
湿

地
帯

 

※
水

生
植

物
 
―

 
ツ

ル
コ

ケ
モ

モ
、

ホ
ロ

ム
イ

ソ
ウ

、
ヤ

チ
ス

ゲ
、

ワ
タ

ス

ゲ
、

ミ
ズ

バ
シ

ョ
ウ

な
ど
 

※
水

中
植

物
 
―

 
ミ

ズ
ニ

ラ
、

エ
ゾ

ヒ
ツ

ジ
グ

サ
、

ミ
ツ

ガ
シ

ワ
、

ホ
ソ

バ

ノ
タ

マ
ミ

ク
リ

な
ど
 

 （
エ
）
高

山
帯

 

 
 

標
高
約

1
,4

00
メ

ー
ト

ル
く

ら
い
か

ら
上

の
高

山
植

物
帯

で
、

八
甲

田
連

峰
の

稜
線
、
山

頂
部
分

で
低

木
類

と
高

山
植

物
に

分
け

ら
れ

る
。
 

※
低

木
類

 
―

 
ハ

イ
マ

ツ
、

ミ
ヤ

マ
ハ

ン
ノ

キ
、

ダ
ケ

カ
ン

バ
、

キ
ャ

ラ
ボ

ク
 

な
ど

 

※
高
山
植

物
 
―

 
ア

オ
ノ

ツ
ガ

ザ
ク

ラ
、
イ

ワ
ヒ

ゲ
、
コ

ケ
モ

モ
、
イ

ワ
ウ

メ
、

イ
ワ

ギ
キ

ョ
ウ

、
ミ

ヤ
マ

オ
ダ

マ
キ

、
ミ

ヤ
マ

キ
ン

バ
イ

、

ム
シ

ト
リ

ス
ミ

レ
、

ウ
サ

ギ
ギ

ク
、

ハ
ク

サ
ン

チ
ド

リ
、

シ

ナ
ノ

キ
ン

バ
イ

な
ど
 

 ウ
 
動
物

 

 
こ
の
地

域
は
、

動
物

分
布

上
重

要
な

境
界

線
で

あ
る

ブ
ラ

キ
ス

ト
ン

線
（

津
軽
 

海
峡
を
東

西
に
走

る
）

に
近

く
南

方
系

と
北

方
系

の
動

物
が

入
り

交
じ

り
、

動
物
 

の
種
類
も

多
く
興

味
の

あ
る

地
域

と
な

っ
て

い
る

。
 

※
哺
乳
類

 ―
 ツ

キ
ノ

ワ
グ

マ
、

カ
モ

シ
カ

、
ア

ナ
グ

マ
、

タ
ヌ

キ
、

リ
ス

な
 

 
 
 
 

 
 
 

 
ど
 



1
0

 

 

（
水
辺
）
キ
セ
キ
レ
イ
、
カ
ワ
ガ
ラ
ス
、
オ
シ
ド
リ
、
カ
ワ
ウ
な
ど
 
 

（
低
木
帯
）
ア
オ
ジ
、
ウ
グ
イ
ス
、
ミ
ソ
サ
ザ
イ
、
メ
ボ
ソ
な
ど

 
 

（
高
木
帯
）
カ
ケ
ス
、
イ
カ
ル
、
ベ
ニ
ヒ
ワ
、
コ
ジ
ュ
ウ
ガ
ラ
な
ど
 

（
崖
地
）
ハ
ヤ
ブ
サ
、
ク
マ
タ
カ
、
オ
オ
タ
カ
な
ど

 

※
魚
類

 ―
（
十
和
田
湖
）
ヒ
メ
マ
ス
、
コ
イ
、
フ
ナ
な
ど

 

（
河
川
）
イ
ワ
ナ
、
ヤ
マ
メ
な
ど

 

※
そ
の
他

 ―
 爬

虫
類
、
両
生
類
、
甲
殻
類
と
も
種
類
が
多
い
。

 

 

ウ
 
自
然
現
象

 
 

 
 
十
和
田
八
甲
田
地
域
は
、
標
高

1
,2

0
0m
～

1
,
50
0m

級
の
山
座

19
座
の
八
甲
田

連
峰
と
、
大
型
の
二
重
カ
ル
デ
ラ
湖
の
十
和
田
湖
及
び
十
和
田
湖
よ
り
流
下
す
る

奥
入
瀬
渓
流
が
景
観
の
中
核
を
な
し
て
い
る
。
酸
ヶ
湯
、
地
獄
沼
、
ふ
か
し
湯
は
、

強
酸
性
で
、
噴
気
、
噴
湯
な
ど
の
火
山
現
象
が
活
発
で
あ
る
。

 

 

エ
 
文
化
景
観

 
 

活
発
な
火
山
活
動
を
背
景
に
、
城
ヶ
倉
、
酸
ヶ
湯
、
谷
地
、
猿
倉
、
蔦
な
ど
の

温
泉
が
あ
り
、
保
健
、
休
養
を
兼
ね
た
観
光
利
用
が
盛
ん
で
、
酸
ヶ
湯
な
ど
は
古

く
か
ら
湯
治
場
と
し
て
多
く
の
利
用
者
に
親
し
ま
れ
て
き
た
歴
史
が
あ
り
、
長
期

滞
在
型
の
利
用
の
場
と
し
て
、
独
特
の
温
泉
風
景
を
醸
し
出
し
て
お
り
貴
重
な
文

化
景
観
と
な
っ
て
い
る
。

 

 
 
ま
た
、
十
和
田
湖
畔
は
、
室
町
時
代
以
前
か
ら
修
験
者
の
修
行
場
と
し
て
知
ら

れ
、
江
戸
時
代
に
は
南
部
藩
の
霊
場
と
し
て
発
展
し
、
北
東
北
の
水
神
信
仰
に
支

え
ら
れ
て
き
た
伝
説
と
歴
史
の
あ
る
十
和
田
神
社
が
あ
る
。
ま
た
、
十
和
田
湖
伝

説
と
し
て
名
前
が
語
り
継
が
れ
て
い
る
南
祖
の
坊
は
、
熊
野
か
ら
十
和
田
湖
畔
に

来
て
、

77
日
の
荒
行
を
積
ん
で
い
た
。
南
祖
の
坊
は
大
蛇
で
あ
る
八
郎
太
郎
に
見

※
鳥
類

 ―
（
高
山
）
ホ
シ
ガ
ラ
ス
、
イ
ワ
ツ
バ
メ
、
ハ
リ
オ
ア
マ
ツ
バ
メ
な
ど

 

（
水
辺
）
キ
セ
キ
レ
イ
、
カ
ワ
ガ
ラ
ス
、
オ
シ
ド
リ
、
カ
ワ
ウ
な
ど
 

（
低
木
帯
）
ア
オ
ジ
、
ウ
グ
イ
ス
、
ミ
ソ
サ
ザ
イ
、
メ
ボ
ソ
な
ど

 

（
高
木
帯
）
カ
ケ
ス
、
イ
カ
ル
、
ベ
ニ
ヒ
ワ
、
コ
ジ
ュ
ウ
ガ

 

（
崖
地
）
ハ
ヤ
ブ
サ
、
ク
マ
タ
カ
、
オ
オ
タ
カ
な
ど

 

※
魚
類

 ―
（
十
和
田
湖
）
ヒ
メ
マ
ス
、
コ
イ
、
フ
ナ
な
ど

 

（
河
川
）
イ
ワ
ナ
、
ヤ
マ
メ
な
ど

 

※
そ
の
他

 ―
 爬

虫
類
、
両
生
類
、
甲
殻
類
と
も
種
類
が
多
い
。
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入
ら

れ
て

困
っ

て
い

る
美

女
に

助
け

を
求

め
ら

れ
た

が
、

修
行

中
で

あ
る

心
は

動

か
ず

、
そ

の
後

、
彼

女
は

田
沢

湖
の

主
と

な
っ

た
田

鶴
子

で
あ

る
と

言
わ

れ
て

い

る
。

荒
行

を
終

え
た

南
祖

の
坊

は
大

蛇
と

対
峙

し
、

大
蛇

が
逃

げ
る

際
の

血
が

つ

い
た

所
が

赤
く

な
っ

た
の

が
十

和
田

湖
の

五
色

岩
、

南
祖

の
坊

が
御

袈
裟

衣
を

掛

け
た

場
所

が
占

い
場

で
、

今
も

そ
の

景
観

は
保

た
れ

て
い

る
。

ま
た

、
大

蛇
が

湖

を
作

る
際

に
十

箇
所

か
ら

流
れ

る
水

を
止

め
た

こ
と

か
ら

、
十

和
田

湖
と

も
言

わ

れ
て
い

る
。
 

（
２
）
利

用
の

現
況
 

十
和

田
八

甲
田

地
域

は
、

大
型

の
二

重
カ

ル
デ

ラ
の

雄
大

な
十

和
田

湖
、

渓
流

美

の
奥

入
瀬

渓
流

、
樹

氷
と

高
山

植
物

に
飾

ら
れ

る
八

甲
田

連
峰

な
ど

、
豊

か
な

自
然

を
存

分
に

味
わ

う
こ

と
が

で
き

る
。

ま
た

、
登

山
道

、
自

然
探

勝
路

が
多

く
、

登
山

口
に

は
駐

車
場

、
ト

イ
レ

、
園

地
等

の
施

設
が

整
備

さ
れ

て
お

り
、

登
山

、
ハ

イ
キ

ン
グ

、
自

然
観

察
、

風
景

探
勝

等
を

目
的

と
し

た
利

用
者

が
多

い
。

城
ヶ

倉
、

酸
ヶ

湯
、
谷
地

、
猿

倉
、
蔦

な
ど

で
は

温
泉

利
用
も
盛

ん
で

、
平
成

2
7
年
は
、
十
和

田
八

幡
平
国
立

公
園

に
は

約
20
0
万

人
の

利
用

者
が
訪

れ
て
い

る
。

 

ま
た

、
十

和
田

八
甲

田
地

域
と

八
幡

平
地

域
を

一
体

と
し

た
周

遊
利

用
や

、
国

立
公

園
外

の
周

辺
の

主
要

な
観

光
地

（
弘

前
、

八
戸

）
と

併
せ

た
北

東
北

を
周

遊
す

る
利

用
も
少
な

く
な

い
。
 

 （
３
）
社

会
経

済
的

背
景
 

ア
 
土

地
所

有
別
 

本
地
域

は
、

国
有

地
4
0
,6
2
7h
a、

公
有
地

6
63
h
a、

私
有
地

3
,7

7
0
ha

の
計

 

4
5
,
06
0
ha

で
あ

り
、

公
園

全
体

に
占

め
る

割
合
は

国
有
地

が
大
き

い
。

 

 

イ
 

人
口
及
び
産
業
 

         （
２
）
社

会
経
済

的
背

景
 

ア
 
人
口

、
産
業

等
の

概
要

 

（
ア
）
人

口
（
公

園
昭

和
51

年
度

）
 

青
森
県
内

は
1
,
04
3
人

（
青

森
市

4
3
人

、
十

和
田

湖
町

9
67

人
、

平
賀

町

3
3
人

）、
秋
田
県

内
は

3
12

人
（

鹿
角

市
6
人

、
小

坂
町

3
06

人
）

で
あ

る
。

た
だ
し

、
シ
ー

ズ
ン

中
（

5
月

～
1
0
月

）
は

旅
館

、
売

店
等

の
従

業
員

で
約

1
,0
0
0

人
増
と
な

る
。

 

 

（
イ
）
産

業
（
公

園
関

係
事

業
を

除
く

）
 

発
電
所

 ―
 東

北
電

力
十

和
田

発
電

所
 

3
1,
0
00
k
w/
H 

〃
 

 
蔦

発
電

所
 

 
 
2
,
30
0k
w
/
H 

農
林
業

 ―
 牧

野
 
約

1,
8
00
ha

 

漁
 
業

 ―
 十

和
田

湖
に

お
け

る
ヒ

メ
マ

ス
養

魚
事

業
 

 

イ
 
各
種

地
域
指

定
 

権
利

制
限

関
係
 

（
ア

）
文

化
財

 
特

別
名

勝
天

然
記

念
物

、
十

和
田

湖
及

び
奥

入
瀬

渓
流

（
昭
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本
地

域
に

関
係

す
る

各
市

町
村

の
人

口
及

び
世

帯
数

は
、

次
の

通
り

で
あ

る
。
（
平
成

27
年
国
勢
調
査
か
ら
引
用
）。

国
立
公
園
と
か
か
わ
り
の
深
い
産

業
と

し
て
は
温
泉
を
利
用
し
た
宿
泊
業

や
観
光
業
が
挙
げ
ら
れ
る
。
 

県
名
 

市
町
村
名
 

世
帯
数
（
戸
）
 

人
口
（
人
）
 

青
森
県
 

青
森
市
 

1
1
8
,
2
79
 

2
8
7
,
6
22
 

黒
石
市
 

1
1
,
7
7
1 

3
4
,
2
9
3 

十
和
田
市
 

2
5
,
5
0
9 

6
3
,
4
5
4 

平
川
市
 

1
0
,
1
3
0 

3
2
,
1
3
0 

秋
田
県
 

鹿
角
市
 

1
1
,
5
0
9 

3
2
,
0
5
7 

小
坂
町
 

2
,
1
6
8 

5
,
3
4
2 

 

ウ
 
権

利
制

限
関

係
 

（
ア
）
保

安
林
 

（
国
有

林
）
 

種
類

 
位

置
 

重
複
面
積

（
h
a）

 

指
定
年
月

日
 

水
源
か
ん

養
 

青
森

県
青

森
市

地
内
 

6
,
7
29

.
75
 

昭
3
6.

6
.2

8 

青
森

県
黒

石
市

地
内
 

2
5
3
.9

6 
昭

3
4.

1
.2

4 

他
 

青
森

県
十

和
田

市
地

内
 

1
6
,
46

9
.0

4 
昭

3
6.

1
.3

1 

昭
4
6.

3
.1

2 

秋
田

県
鹿

角
市

地
内
 

3
7
2
.8

5 
昭

3
5.

2
.2

3 

秋
田

県
鹿

角
郡

小
坂

町

地
内

 

3
,
2
48

.
35
 

大
6
.7

.
17
 

2
7
.
3.

2
9）

 

（
イ
）
鳥

獣
保
護

区
 

十
和

田
（

大
9
.
8.
7
及

び
昭

4
8
.1
0
.9
）

 

（
ウ
）
鉱

区
禁
止

地
域

 
十

和
田

8
32
4
.5
h
a（

昭
和

3
9.
5
.2
9）

 

 

ウ
 
公
園
利
用
者
数
 

年
 
＼
 県

 
青
森
県
側
 

秋
田
県
側
 

4
8
 

4
9
 

5
0
 

5
1
 

5
2
 

2
,
3
2
7
千
人
 

2
,
4
5
5 

2
,
0
6
2 

1
,
9
3
8 

2
,
3
4
4 

 
 
1
,6
0
3
千
人
 

1
,
5
0
0 

1
,
4
9
6 

1
,
3
9
1 

1
,
2
9
7 

青
森
県
と
秋
田
県
と
統
計
で
重
な
る
分
が
あ
る
。

 
             



1
3

 

 

土
砂
流
出
防
備

 
青
森
県
黒
石
市
地
内

 
8
1
3
.6

8 
大

1
1.
5
.3
1 

他
 

青
森
県
平
川
市
地
内

 
3
,
1
31
.
93
 

大
1
1.
5
.3
1 

他
 

秋
田
県
鹿
角
市
地
内

 
4
1
.
20
 

平
9
.6
.
13
 

土
砂
崩
壊
防
備

 
青
森
県
平
川
市
地
内

 
3
7
.
49
 

昭
4
6.
3
.2
9 

保
健
 

青
森
県
青
森
市
地
内

 
6
,
0
65
.
27
 

昭
5
7.
1
.9
 

青
森
県
黒
石
市
地
内

 
5
1
3
.6
3 

大
1
1.
5
.3
1 

他
 

青
森
県
十
和
田
市
地
内

 
6
,
8
50
.
19
 

昭
5
6.
9
.1
7 

昭
5
8.
1
2.
1
2 

青
森
県
平
川
市
地
内

 
1
,
2
66
.
95
 

大
1
1.
5
.3
1 

他
 

秋
田
県
鹿
角
市
地
内

 
9
2
.
39
 

平
6
.1
0
.6
 

秋
田

県
鹿

角
郡

小
坂

町

地
内
 

2
,
6
21
.
62
 

昭
5
4.
1
0.
1
7 

風
致
 

青
森
県
十
和
田
市
地
内

 
1
0
2
.6
6 

明
3
0
年
以
前

 

（
イ
）
鳥
獣
保
護
区

 

（
国
指
定
）

 

種
類
 

位
置
 

重
複
面
積

（
h
a）

 

当
初
指
定
年
月

日
 

十
和
田
鳥
獣
保

護

区
 

青
森
県
青
森
市
、
十
和

田
市
、
平
川
市
、
秋
田

県
鹿
角
郡
小
坂
町
地
内

 

3
7
,
67
4 

（
う
ち
特
保

1
9
,
36
6）

 

大
9
.8
.
7（

狩

猟
法
）

 

昭
2
8.
1
0.
1
0 
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（
ウ
）
史

跡
名

勝
天

然
記

念
物
 

区
分

 
名

称
 

位
置

 
指

定
年
月

日
 

国
指

定
特

別
名

勝
 

十
和

田
湖

お
よ

び
奥

入
瀬

渓
流
 

青
森

県
十

和
田

市
、

秋
田

県
鹿

角
郡

小
坂

町
地

内
 

昭
2
7.

3
.2

9 

国
指

定
天

然
記

念
物
 

十
和

田
湖

お
よ

び
奥

入
瀬

渓
流
 

青
森

県
十

和
田

市
、

秋
田

県
鹿

角
郡

小
坂

町
地

内
 

昭
2
7.

3
.2

9 

※
一

覧
は

地
域

が
明

確
に

定
め

ら
れ

て
い

る
史

跡
名

勝
天

然
記

念
物

を
記

載
し

て
い

る
。
こ

の
他

に
、「

区
域

を
定

め
な

い
」
特

別
天
然

記
念
物

の
カ

モ
シ
カ

及
び
天

然

記
念
物

の
イ

ヌ
ワ

シ
等

が
地

域
内

で
確
認

さ
れ
て

い
る
。

 

 （
エ
）
鉱
区
禁
止
地
域
 

種
類
 

位
置
 

重
複
面
積

（
h
a
）
 

指
定
年
月
日
 

鉱
区
禁
止
地
域
 

青
森
県
十
和
田
市
地
内
 

8
,
3
2
4
.5
 

昭
3
9
.5
.
2
9 

  

 

     



15 
 

第２ 公園計画の変更 

１ 変更理由 

十和田八幡平国立公園は、奥羽山脈の北側、青森県、岩手県及び秋田県の３県が隣接する地域に位置

し、十和田湖、奥入瀬渓流、八甲田連峰から構成される「十和田八甲田地域」と、その南側約 50km に位

置する八幡平から岩手山及び秋田駒ヶ岳にかけての「八幡平地域」からなる。昭和 11 年２月１日に十和

田湖、八甲田連峰の原生的な自然環境、奥入瀬の渓流美を中核とした十和田八甲田地域が、わが国を代

表する傑出した自然の風景地として十和田国立公園に指定され、その後、昭和 31 年７月 10 日に多様な

火山景観を中核とする八幡平地域が追加指定され、現在の公園名に改称された。 

本公園は、カルデラ湖、火山連峰、原生的な自然林及び峡谷を風景形式とし、火山活動に関わる景観

要素（成層火山、火山性高原、カルデラ、溶岩流、火山現象、温泉等）、水に関わる景観要素（カルデラ

湖等の湖沼、峡谷、高層湿原、池塘等）、その他の景観要素（原生的な自然林、高山植物群落、湯治場等

の文化景観等）から構成される。本公園のテーマは「みちのくの脊梁～原生林が彩る静謐の湖水、息づ

く火山と奥山の湯治場」である。 

今回の４次点検においては、前回点検（平成 15 年実施）時からの現地の利用実態、社会情勢の変化等

を勘案し、単独施設や歩道の追加等、必要な変更を行うものである。 
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 ２
 
基
本

方
針

の
変

更
内

容
 

 
 
基
本

方
針

を
次

の
と

お
り

変
更

す
る

。
 

（
表
 
１
：
基

本
方

針
変

更
表

）
 

変
更

後
 

変
更

前
 

１
 
基
本

方
針

 
十

和
田
八

幡
平

国
立

公
園

は
、
奥

羽
山

脈
の

北
側
、
青
森
県

、
岩

手
県
及

び
秋
田

県
の
３

県
が
隣
接

す
る
地

域
に

位
置

し
、
十

和
田

湖
、
奥
入

瀬
渓
流
、
八

甲
田
連

峰
か
ら

構
成
さ

れ

る
「

十
和

田
八

甲
田

地
域

」
と

、
そ

の
南

側
約

50
km

に
位

置
す

る
八

幡
平

か
ら
岩

手
山
及

び
秋
田
駒

ヶ
岳
に

か
け

て
の
「

八
幡

平
地

域
」
か
ら
な

る
。
昭
和

11
年

２
月

１
日
に

十
和
田

湖
、
八
甲
田

連
峰

の
原

生
的

な
自

然
環

境
、
奥

入
瀬

の
渓
流

美
を

中
核
と

し
た
十

和
田
八

甲

田
地
域
が

、
わ

が
国

を
代

表
す

る
傑

出
し

た
自

然
の
風
景

地
と
し

て
十
和

田
国
立

公
園
に

指

定
さ
れ

、
そ
の

後
、
昭

和
31

年
７

月
10

日
に

多
様

な
火

山
景
観
を

中
核
と

す
る
八

幡
平
地

域

が
追
加
指

定
さ
れ

、
現

在
の

公
園

名
に

改
称

さ
れ

た
。

 
本

公
園
は
、
カ

ル
デ

ラ
湖

、
火

山
連

峰
、
原

生
的
な

自
然
林

及
び

峡
谷
を

風
景
形

式
と
し

、
火
山
活

動
に
関

わ
る

景
観

要
素
（

成
層

火
山

、
火

山
性
高

原
、
カ
ル
デ

ラ
、
溶
岩

流
、
火

山
現

象
、

温
泉

等
）
、

水
に

関
わ

る
景

観
要

素
（

カ
ル

デ
ラ

湖
等

の
湖

沼
、

峡
谷

、
高

層
湿

原
、

池
塘

等
）
、

そ
の

他
の

景
観

要
素

（
原

生
的

な
自

然
林

、
高

山
植

物
群

落
、

湯
治

場
等

の
文
化
景

観
等
）

か
ら

構
成

さ
れ

る
。

 
以

上
の
自

然
的

・
社

会
的

状
況

を
踏

ま
え

な
が

ら
風
致
景

観
の
保

全
を
図

る
と
と

も
に

、

適
正
な
利

用
を
推

進
す

る
た

め
、

以
下

の
方

針
に

よ
り
公

園
計
画

を
定
め

る
。

 
 （

１
）
規

制
計
画

 
ア

 
保
護

規
制
計

画
 

 
 
現
行

の
保
護

規
制

計
画

を
基

本
と

し
、
良

好
な
風

致
を
維
持

す
る
区

域
等
を

特
別
地

域

と
す
る
。

そ
の

他
、

以
下

の
方

針
に

よ
り

保
護

規
制
計
画

を
定
め

る
こ
と

と
す
る

。
 

Ⅰ
．
公
園

計
画

変
更

に
係

る
基

本
方

針
 

 
本

地
域

の
公

園
計

画
の

変
更

は
、

社
会

情
勢

の
変

化
に

と
も

な
う

国
民

の
要

望
に

応
じ

、

保
護
計
画

の
強
化

、
自

然
景

観
の

す
ぐ

れ
た

隣
接

地
域

の
公

園
へ

の
編

入
を

行
う

と
と

も
に

、

利
用

計
画

に
つ

い
て

は
、

奥
入

瀬
渓

流
保

護
の

た
め

の
バ

イ
パ

ス
道

路
を

追
加

す
る

他
、

利

用
現
況
を

ふ
ま
え

て
必

要
な

手
直

し
を

行
う

。
 

            １
．
保
護

計
画
の

変
更

方
針
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（
ア
）
特

別
保
護

地
区

 
 

 
・
 

特
に

自
然

性
が

高
く

傑
出

し
た

景
観

を
有
す
る

山
岳
地

と
当
該

地
に
包

含
さ
れ

る

湖
沼
、
湿

原
、

火
山

現
象

地
帯

等
を

特
別

保
護
地

区
と
し

厳
正
な

保
護
を

図
る
。

 
 
（

イ
）
第

１
種
特

別
地

域
 

 
 
・
特
別
保

護
地

区
に

準
ず

る
景

観
を

有
し

、
特
異

な
火
山
現

象
・
植
生
・
地
形

地
質
に

優
れ
た
景

観
を

形
成

し
て

い
る

地
域

等
で

、
現

在
の
景

観
を
極
力

保
護
す

る
こ
と

が

必
要
な
地

域
を

第
１

種
特

別
地

域
と

す
る

。
 

（
ウ
）
第

２
種
特

別
地

域
 

 
・
主
要

な
利

用
拠

点
の

周
囲

、
良

好
な

状
態
で

自
然
植

生
が
維

持
さ
れ

て
い
る

地
域

、

特
異
な
地

形
地

質
の

露
出

地
、
渓

流
沿

い
、
展
望
地

点
や
主

要
道

路
（
車
道

及
び
歩

道
）
か
ら

の
眺

望
対

象
と

し
て

重
要

な
地

域
等
を

第
２
種

特
別
地

域
と
す

る
。

 
 （

エ
）
第

３
種
特

別
地

域
 

・
上

記
の
地

域
以

外
で

一
体

と
な

っ
て

風
景

を
形

成
し
て

い
る
地

域
、
人
工

林
や
二

次

林
及
び
牧

野
を

主
体

と
し

た
地

域
等

を
第

３
種
特

別
地
域

と
す
る

。
 

      （
２
）
施

設
計
画

 
ア

 
利
用

施
設
計

画
 

（
ア
）
集

団
施
設

地
区

 

（
ア
）
特

別
保
護

地
区

 
 

十
和
田

湖
に

突
出

す
る

御
倉

、
中

山
の

両
半

島
、

Ｕ
字

渓
谷

で
あ

る
奥

入
瀬

渓
流

、
ア

オ

モ
リ

ト
ド

マ
ツ

、
ハ

イ
マ

ツ
や

高
山

植
物

、
高

層
湿

原
な

ど
を

包
含

す
る

南
・

北
八

甲
田

連

邦
、
十
和

田
カ
ル

デ
ラ

内
壁

の
北

部
を

特
別

保
護

地
区

と
し

厳
正

な
保

護
を

図
る

。
 

（
イ
）
第

1
種
特
別

地
域

 
十

和
田
湖

及
び

十
和

田
カ

ル
デ

ラ
内

壁
の

大
部

分
、

ブ
ナ

の
原

生
林

に
覆

わ
れ

た
蔦

沼
、

赤
沼

な
ど

の
蔦

七
沼

、
猿

倉
温

泉
周

辺
域

石
英

粗
面

岩
の

柱
状

節
理

の
発

達
す

る
城

ケ
倉

渓

谷
を
第

1
種

特
別
地

域
と

す
る

。
 

（
ウ
）
第

2
種
特
別

地
域

 
 

北
八
甲

田
東

北
麓

の
田

代
高

原
、

南
八

甲
田

横
岳

、
南

沢
岳

、
下

岳
の

山
腹

、
黄

瀬
川

上

流
域
、
甚

右
工
門

沢
上
流

域
、
白

地
山

西
北

部
、
十

和
田

山
南
・
北

部
及

び
主

要
利

用
拠

点
、

車
道
沿
線

等
を
第

2
種

特
別

地
域

と
す

る
。

 
 （

エ
）
第

3
種
特
別

地
域

 
北

八
甲
田

山
麓

部
、

奥
入

瀬
渓

流
か

ら
南

八
甲

田
に

か
か

る
地

域
、

養
老

沢
流

域
及

び
十

和
田

カ
ル

デ
ラ

外
壁

等
、

あ
る

程
度

牧
野

改
良

、
森

林
施

業
等

が
行

わ
れ

て
い

る
地

域
を

第

3
種

特
別

地
域
と

す
る

。
 

（
オ
）
普

通
地
域

 
田

代
平
北

部
、

荒
川

上
流

域
、

冷
水

沢
上

流
域

、
甚

右
工

門
沢

中
流

域
及

び
十

和
田

カ
ル

デ
ラ
外
壁

南
部
等

で
開

墾
、
牧

野
改

良
、
造

林
事

業
等

が
積

極
的

に
行

わ
れ

て
い

る
地

域
が

、

普
通
地
域

と
す
る

。
 

 ２
 
利
用

計
画
の

変
更
方

針
 

 （
ア

）
車

道
に

つ
い

て
は

奥
入

瀬
渓

流
の

保
護

、
シ

ー
ズ

ン
中

の
混

雑
緩

和
の

た
め

の
バ

イ
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 ・
快

適
な
公

園
利

用
の

拠
点

と
な

る
現

存
す

る
地

域
の
う

ち
、
適

正
な
利

用
を
推

進
す

る
た
め
に

特
に

重
要

な
地

域
に

つ
い

て
区

域
を
定

め
、
整
備
方
針

に
基
づ

き
施
設

を

総
合
的
に

整
備

す
る

集
団

施
設

地
区

を
定

め
る
こ

と
で

、
特
定
の

地
域
に

施
設
が

偏

在
し
な
い

よ
う

に
す

る
。

 
（

イ
）
単

独
施
設

 
・
利

用
実
態

か
ら

見
て

必
要

で
あ

る
施

設
ま

た
は

現
存
し
、
公
園

利
用
に

用
い
ら

れ
て

い
る
施
設

に
つ

い
て

、
事

業
執

行
の

可
能

性
や
整

備
に
よ

る
風
致

景
観
へ

の
支
障

が

な
い
こ
と

を
確

認
の

う
え

で
、

適
切

な
施

設
の
計

画
を
定

め
る
。

 
（

ウ
）
道

路
（
車

道
）

 
 

 
・
十
和
田

八
甲

田
地

域
の

利
用

特
性

に
見

合
っ
た
利

用
者
の

流
れ
を

確
保
す

る
た
め

の

手
段
と
し

て
公

園
利

用
地

点
へ

の
連

絡
、

公
園
の

主
要
利

用
地
点

相
互
間

の
連
絡

、

車
窓

ま
た

は
車

道
沿

線
の

特
定

地
点

か
ら

の
景

観
鑑

賞
の

い
ず

れ
か

の
機

能
を

有

す
る
車
道

で
現

存
し

、
利

用
さ

れ
て

い
る

も
の
を

定
め
る

も
の
と

す
る
。
な

お
、
奥

入
瀬

渓
流

の
保

護
と

シ
ー

ズ
ン

中
の

混
雑

緩
和

の
た

め
に

バ
イ

パ
ス

路
線

を
新

設

す
る
。

 
（

エ
）
道

路
（
歩

道
）

 
・
整

備
に
よ

る
風

致
景

観
へ

の
支

障
の

な
い

こ
と

を
確
認

の
う
え
、
現
存
す

る
歩
道

を

中
心
と
し

て
多

彩
な

登
山

道
を

活
か

し
つ

つ
、
手
軽
に

原
生
的
な

自
然
や

活
火
山

現

象
を
楽
し

む
た

め
の

歩
道

を
計

画
す

る
と

と
も
に

、
十

和
田
信
仰

を
体
感

す
る
歩

道

を
計
画
す

る
。

 
（

オ
）
運

輸
施
設

 
・
利

用
拠
点

間
の

連
絡

、
十

和
田

湖
の

湖
上
探
勝

及
び
北

八
甲
田

連
峰
へ

の
到
達

等
の

機
能
を
有

す
る

自
動

車
運

送
施

設
、
係

留
施

設
、
船
舶

運
送
施
設

及
び
索

道
運
送

施

設
に
つ
い

て
、
現

存
し

、
利

用
さ

れ
て

い
る
、
あ
る

い
は
そ

の
見

込
み
の

あ
る
運

輸

施
設
を
定

め
る

。
 

パ
ス
路
線

を
新
設

す
る

。
 

   （
イ

）
集

団
施

設
地

区
に

つ
い

て
は

青
森

県
休

屋
に

隣
接

す
る

秋
田

県
休

平
地

区
を

休
屋

集

団
施
設
地

区
に
編

入
す

る
。

 
  （

ウ
）
歩

道
、
単

独
施

設
に

つ
い

て
は

利
用

現
況

に
応

じ
必

要
な

手
直

し
を

行
う

。
 

      （
エ
）
船

舶
運
送

施
設
に

つ
い

て
は

十
和

田
湖

に
お

け
る

航
路

、
起

終
点

を
明

ら
か

に
す

る
。 
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３．規制計画の変更内容 

（１）保護規制計画及び関連事項 

ア 面積内訳 
地域地区別土地所有別及び市町村別面積は次のとおりとなる。 

（表２：地域地区別土地所有面積総括表）                                                                                                                           （単位：面積 ha、比率％） 

地域区分 特別地域 普通地域 

（陸域） 

合計 

（陸域） 

海域公

園地区 

普通地

域（海

域） 

合計 

（海域） 

 

地種区分 特別保護地区 第１種特別地域 第２種特別地域 第３種特別地域 

土地所有別 国 公 私 国 公 私 国 公 私 国 公 私 国 公 私 国 公 私 

青

森

県 

土地所有別面積 9,686 217 0 7,245 120 8 7,477 147 1,069 7,313 149 1,213 2,568 13 1,133 34,289 646 3,423 － － 

－  

（－） 

地種区分別面積 

（比率） 

9,903  

（22.0） 

7,373  

（16.4） 

8,693 

（19.3） 

8,675  

（19.3） 

3,714  

（8.2） 

38,358  

（85.1） 

－ － 

地域地区別面積 

（比率） 

24,741  

（54.9） 

－ － 

地域別面積 

（比率） 

34,644  

（76.9） 

－ － 

秋

田

県 

土地所有別面積 388 0 0 5,085 12 51 592 4 89 104 1 9 169 0 198 6,338 17 347 － － 

－  

（－） 

地種区分別面積 

（比率） 

388  

（0.9） 

5,148  

（77.5） 

 685  

（1.5） 

114  

（0.3） 

367  

（0.8） 

6,702  

（14.9） 

－ － 

地域地区別面積 

（比率） 

5,947  

（13.2） 

－ － 

地域別面積 

（比率） 

6,335  

（14.1） 

－ － 

合

計 

土地所有別面積 
10,074 217 0 12,330 132 59 8,069 151 1,158 7,417 150 1,222 2,737 13 1,331 40,627 663 3,770 

－ － 

－  

（－） 

地種区分別面積 

（比率） 

10,291  

（22.8） 

12,521  

（27.8） 

9,378  

（20.8） 

8,789  

（19.5） 

4,081  

（9.1） 

45,060  

（100.0） 

－ － 

地域地区別面積 

（比率） 

30,688  

（68.1） 

－ － 

地域別面積 

（比率） 

40,979  

（90.9） 

 － 

(－) 

 － 

(－) 

    合計（陸域・海域） 45,060  

 

（注）十和田湖の面積について 

・十和田湖の面積は 61.1 ㎢（6,110ha）であるが、公園計画書では 59.73 ㎢（5,973ha）で計上されている。 

・十和田湖の面積確定に伴い、青森県十和田市に計上されていた面積 5,973ha を十和田市と小坂町に分けて計上したもの。（十和田湖の面積割合は、十和田市 6割・小坂町 4割） 
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（表３：地域地区別市町村別面積総括表）                                                                        （単位：ha） 

 変    更    前 変    更    後 増  減 

地域地区 

 

 

市町村名 

特別地域 普
通
地
域(

陸
域)

 

合計 

(陸域) 

（Ａ） 

海
域
公
園
地
区 

普
通
地
域(

海
域)

 

合
計(

海
域)

（
Ａ
’） 

特別地域 普
通
地
域(

陸
域)

 

合計 

(陸域) 

（Ｂ） 

海

域

公

園

地

区 

普
通
地
域(

海
域)

 

合
計(

海
域)

（
Ｂ
’） 

陸域 

(B-A) 

海域 

(B’-A’) 特 

 

保 

第 

一 

種 

第 

二 

種 

第 

三 

種 

小 

 

計 

特 

 

保 

第 

一 

種 

第 

二 

種 

第 

三 

種 

小 

 

計 

青森県 青森市 3,181 442 2,317 2,264 8,204 2,842 11,046 － － － 3,181 442 2,317 2,264 8,204 2,842 11,046 － － － － － 

 黒石市 514 0 561 0 1,075 0 1,075    514 0 561 0 1,075 0 1,075      

 平川市 1,121 25 2,000 45 3,191 394 3,585 － － － 1,121 25 2,000 45 3,191 394 3,585 － － － － － 

 十和田市 5,087 
9,295 3,815 6,366 24,563 478 25,041 

   
5,087 6,906 3,815 6,366 22,174 478 22,652 

   
-2,389 

 
 

小   計 9,903 9,762 8,693 8,675 37,033 3,714 40,747 － － － 9,903 7,373 8,693 8,675 34,644 3,714 38,358 － － － -2,389 － 

秋田県 鹿角市 0 237 90 114 441 367 808 － － － 0 237 90 114 441 367 808 － － － － － 

 鹿角郡 小坂町 388 2,522 595 0 3,505 0 3,505 － － － 388 4,911 595 0 5,894 0 5,894 － － － 2,389 － 

小   計  388 2,759 685 114 3,946 367 4,313 － － －  388 5,148 685 114 6,335 367 6,702 － － － 2,389 － 

合   計 10,291 12,521 9,378 8,789 40,979 4,081 45,060 － － － 10,291 12,521 9,378 8,789 40,979 4,081 45,060 － － － 0 － 

 
（注）十和田湖の面積について 

・十和田湖の面積は 61.1 ㎢（6,110ha）であるが、公園計画書では 59.73 ㎢（5,973ha）で計上されている。 

・十和田湖の面積確定に伴い、青森県十和田市に計上されていた面積 5,973ha を十和田市と小坂町に分けて計上したもの。（十和田湖の面積割合は、十和田市 6割・小坂町 4割） 
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 ４
 
事
業

計
画
の

変
更

内
容
 

（
１
）

施
設

計
画
 

 
 
ア
 

利
用

施
設

計
画
 

（
ア

）
集

団
施

設
地

区
 

酸
ヶ

湯
集

団
施

設
地

区
を

、
次

の
と
お
り

変
更
（

従
来
の

整
備
計

画
区

の
区
割
り

を
削
除

）
す
る

。
 

（
表
４
：

集
団

施
設

地
区

表
）
 

番 号
 

名
称
 

区
域
 

計
画
目
標

 
整

備
計

画

区
・
基
盤

施

設
 

整
備
方
針

 
面

積

（
h
a）

 

１
 

酸
ヶ

湯
 

青
森

県
青

森
市

内
 

 
国

有
林

青
森

森
林

管
理

署
 

 
2
53

林
班

の
一
 
 

 
部
 

 青
森

県
青

森
市
 

 
大

字
荒

川
の

一
部
 

    

 
本
地
区

は
、
北
八

甲
田
の

西
麓

に
位

置
し
、
ブ
ナ

や
ア
オ

モ
リ
ト

ド
マ

ツ
等

の
自
然
林

に
覆
わ

れ
る
と

と
も
に
、
地

獄
沼

を
は

じ
め

各
所

に
温

泉
湧

出
や

噴
気

等
の

後
火

山
現

象
が

見
ら

れ
る

等
優
れ
た

自
然
景

観
を
呈

し
て
い

る
。

ま
た
、
古
く

か
ら
湯

治
場
と

し
て

知
ら

れ
て
お
り
、
国
民
保

養
温
泉

地
に

も
指

定
さ
れ
て

い
る
。

 

 
利
用
形

態
は
、
温

泉
、
登
山
、
春

ス

キ
ー
等
の

他
、
青

森
鹿
角

線
道
路
（

車

道
）
沿
い
に

あ
る
た

め
自
動

車
利

用
者

に
よ
る
休

憩
も
多

い
。

 

 
こ

の
恵

ま
れ

た
景

観
や

良
好

な
ア

ク
セ
ス
を

活
か
し
、
八
甲
田

地
区

の
最

大
の
利
用

拠
点
と

し
て
、
宿
舎
、
野

営

酸
ヶ
湯

 
 

当
地
区

に
お

い
て

は
、
湯

治
場

と
し

て
の

雰
囲

気
や

地

獄
沼
、
ふ
か

し
湯

等
の

火
山

現
象

や
湿

原
等

の
自

然
景

観

を
損
な
わ

な
い

よ
う

に
配

慮
し

つ
つ

、
休

憩
利

用
に

も
対

応
で
き
る

宿
舎

、
浴

場
、
食

堂
・
売

店
、
駐

車
場
等

の
既

存
施
設
を

維
持

す
る

と
と

も
に

、
北

八
甲

田
へ

の
登

山
口

と
し
て
、
酸

ヶ
湯

イ
ン

フ
ォ

メ
ー

シ
ョ

ン
セ

ン
タ

ー
の

休

憩
場
所
の

充
実

や
酸

ヶ
湯

キ
ャ

ン
プ

場
を

再
整

備
す

る
。
 

 
ま
た
、
隣

接
す

る
東

北
大

学
高

山
植

物
実

験
所

付
帯

の

植
物

園
と

連
携

を
図

る
こ

と
で

、
利

用
面

の
充

実
を

図

る
。

 

 
な
お

、
施
設

の
整

備
に

当
た

っ
て

は
、
酸

ヶ
湯

イ
ン

フ

ォ
メ

ー
シ

ョ
ン

セ
ン

タ
ー

に
お

い
て

提
供

す
る

サ
ー

ビ

ス
の
向
上

を
図

る
た

め
の

検
討

を
行

う
と

と
も

に
、
展

示

等
の

改
修

に
併

せ
て

休
憩

場
所

の
充

実
等

の
整

備
を

行

う
。
ま
た
、
酸

ヶ
湯

キ
ャ

ン
プ

場
の

再
整

備
を

行
い

、
オ

ー
ト

キ
ャ

ン
プ

サ
イ

ト
の

増
設

及
び

ユ
ニ

バ
ー

サ
ル

デ

3
8
.
7 
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 番 号
 

名
称
 

区
域
 

計
画
目
標

 
整

備
計

画

区
・
基
盤

施

設
 

整
備
方
針

 
面

積

（
h
a）

 

場
等

を
有

機
的

に
配

置
す

る
よ

う
計

画
す
る
も

の
と
す

る
。

 

 
整
備
に

あ
た
っ

て
は
、
こ

れ
ら

の
良

好
な

自
然

景
観

の
保

全
に

留
意

す
る

と
と
も
に
、
湯
治
場

と
し
て

の
雰

囲
気

を
保
持
し

つ
つ
、
宿

舎
等
を

適
切

に
維

持
管
理
し
、
ま
た
、
公
園
利

用
者

の
自

然
と

の
ふ

れ
あ

い
を

充
実

に
配

慮
す

る
。

 

 

ザ
イ
ン
の

導
入
を

検
討
し

、
周

囲
の

風
致

景
観

と
の

調
和

に
配

慮
す

る
と

と
も

に
、

多
雪

及
び

寒
冷

地
対

策
を

行

う
。

 

面
 
 
積

 
 
計

 

国
 

公
 

私
 

3
7
.
9 

0
.
6 

0
.
2 

3
8
.
7 
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休
屋
集

団
施

設
地

区
を

、
次

の
と

お
り

変
更
（

従
来
の

整
備
計

画
区
の

区
割
り

を
削
除

）
す
る

。
 

（
表
５
：

集
団

施
設

地
区

表
）
 

番 号
 

名
称
 

区
域

 
計

画
目
標

 
整

備
計

画

区
・
基
盤

施

設
 

整
備
方
針

 
面

積

（
h
a）

 

２
 

休
屋
 

青
森

県
十

和
田

市
内

 

 
国

有
林

三
八

上
北

森
林

管
理

署
 

 
6
6
林

班
の

一
部
 

 青
森

県
十

和
田

市
字

奥
瀬

の
一

部
 

 秋
田

県
鹿

角
郡

小
坂

町
内
 

 
国

有
林

米
代

東
部

森
林

管
理

署
 

 

3
0
8
1
林

班
の

一
部
 

 秋
田

県
鹿

角
郡

小
坂

町
字

十
和

田
湖

の

一
部
 

 

 
青
森
、
秋

田
両
県

に
ま
た

が
る

十
和

田
湖

畔
南

部
の

中
山

半
島

の
基

部
に

位
置
す
る

平
坦
な

扇
状
地

で
、
周

囲
は

ブ
ナ

を
主

と
す

る
落

葉
広

葉
樹

の
自

然
林
と
な

っ
て
い

る
。

 

 
旅
館
、
売

店
等

が
集
中

し
、
博

物
展

示
施
設
、
駐

車
場
、
園
地
等

が
整

備
さ

れ
、
バ
ス
、
遊
覧
船

の
発
着

地
点

に
も

な
っ
て
い

る
。

 

 
今
後
も
、
十
和
田

湖
畔

の
利
用

拠
点

と
し
て

、
ま

た
、
十

和
田
八

甲
田

地
域

の
利

用
拠

点
と

し
て

の
取

り
組

み
を

進
め
る
場

所
と
し

て
、
宿

舎
、
園

地
、

博
物
展
示

施
設
、
駐
車
場
、
運
輸

施
設

等
を
中
心

に
計
画

し
、
近
年

盛
ん

と
な

っ
て

い
る

ガ
イ

ド
ツ

ア
ー

な
ど

の
体

験
型

観
光

に
も

対
応

で
き

る
よ

う
に

す
る
。

 

 

休
屋

 
 

当
地
区

に
お

い
て

は
環

境
省

所
管

地
が

多
く

、
南

部
側

に
位

置
す

る
ビ

ジ
タ

ー
セ

ン
タ

ー
や

遊
覧

船
発

着
地

点

を
中
心

に
、
引

き
続

き
利

用
拠

点
と

し
て

の
機

能
の
充

実

を
図
る
と

と
も

に
、
遊

覧
船

発
着

場
所

の
前

面
に

位
置

す

る
園
地
に

お
い

て
は

、
利

用
者

が
休

憩
で

き
る

よ
う
再

整

備
す
る

。
地
区

内
に

お
い

て
も

利
用

状
況

を
踏

ま
え
、
歩

道
、
看
板

、
便

所
等

を
再

整
備

す
る

。
 

ま
た
、
北

部
は

御
前

ヶ
浜

、
十

和
田

神
社

等
の

興
味

地

点
の
入
口

に
あ

た
る

た
め
、
既

存
の
駐

車
場

を
維

持
す

る

と
と
も
に

、
駐

車
場

の
周

辺
に

は
多

目
的

な
利

用
に

対
応

で
き
る
よ

う
、
芝

生
広

場
等

の
整

備
を

検
討

す
る

。
 

な
お
、
神
社

参
道

沿
い

の
杉

並
木

は
可

能
な

限
り

保
存

し
、
周
囲

を
含

め
て

自
然

景
観

の
維

持
に

努
め

る
。

 

 
施
設
の

整
備

に
当

た
っ

て
は

、
ユ

ニ
バ

ー
サ

ル
デ

ザ
イ

ン
の

導
入

を
検

討
し

、
周

囲
の

風
致

景
観

と
の

調
和

に
配

慮
す
る
と

と
も

に
、
多

雪
及

び
寒

冷
地
対

策
を

行
う

。
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生
出
集
団
施
設
地
区
を
、
次
の
と
お
り
変
更
す
る
。

 

（
表
６
：
集
団
施
設
地
区
表
）

 

番 号
 

名
称
 

区
域
 

計
画
目
標

 
整

備
計

画

区
・
基
盤
施

設
 

整
備
方
針

 
面

積

（
h
a）

 

３
 

 

生
出
 

秋
田

県
鹿

角
郡

小
坂
町
内

 

 
国

有
林

米
代

東
部

森
林

管

理
署

 
 

 
3
0
8
2

林
班

の

一
 
部
 

 秋
田

県
鹿

角
郡

小
坂

町
字

十

和
田

湖
の

一

部
 

 

 
本
地
区
は
、
十
和
田
湖
の
南
西
岸
に

位
置

す
る
湖

岸
に

沿
っ
た

細
長

い
平

坦
地
で
、
ブ
ナ
、
ト
チ
ノ
キ
等
の
自
然

林
で
覆
わ
れ
、
南
八
甲
田
等
の
展
望
に

優
れ
て
い
る
。

 

 
ま
た
、
青
森
鹿
角
線
道
路
（
車
道
）

に
よ
り
青
森
市
、
小
坂
町
等
と
結
ば
れ

て
い
る
。

 

 
こ

の
恵
ま

れ
た

景
観
や

良
好

な
ア

ク
セ
ス
を
活
か
し
、
十
和
田
湖
畔
の
自

然
探
勝
、
保
養
の
基
地
と
し
て
計
画
す

る
も
の
と
す
る
。

 

生
出

 
十
和
田
湖
へ
の
導
入
部
と
し
て
、
ま
た
湖
畔
探
勝
の
た

め
の
基
地
と
し
て
、
既
存
の
野
営
場
を
維
持
す
る
と
と
も

に
、
園
地
の
整
備
を
検
討
す
る
。
 

施
設
の
整
備
に
当
た
っ
て
は
、
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ

ン
の
導
入
を
検
討
し
、
周
囲
の
風
致
景
観
と
の
調
和
に
配

慮
す
る
と
と
も
に
、
多
雪
及
び
寒
冷
地
対
策
を
行
う
。
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集団施 設地区計画変更図1（酸ヶ湯集団施 設地区）
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告示番号

1

2

3
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6

7

8

9

10

11

12

①
-
② 道路敷 （含む）界

②
-
③ 図上確定界

③
-
④ 土地所有 別界（国・私）

④
-
⑤ 土地所有 別界（環境省 ）

⑤
-
⑥ 図上確定界

⑥
-
⑦ 道路敷 （含む）界（歩道）

⑦
-
⑧ 図上確定界

⑧
-
⑨ 林 班 界

⑨
-
⑩ 道路敷 （含む）界

⑩
-
⑪ 土地所有 別界（環境省 ）

⑪
-
⑫ 小班 界

⑫
-
① 土地所有 別界（環境省 ）

区域線凡例
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